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合

戦

噺

之

研

究

瓜
　
▼
生
．
．
茂
・
秋
．

l

保
元
物
語
・
平
治
物
語
成
立
以
前
に
筆
録
さ
れ
た
軍
記
物
－
私
は
そ
れ
を
初
現
軍
記
物
と
特
稀
す
る
事
に
す
る
が
－
－
存
見
る
と
最
も
早

く
成
立
し
た
賂
門
輿
詣
詣
工
か
ら
最
後
に
現
れ
た
六
代
膠
事
典
無
芸
ま
で
約
三
百
年
の
長
年
月
が
流
れ
て
ゐ
る
に
も
か
ゝ
は
ら

す
軍
記
物
と
し
て
は
将
門
記
よ
り
陸
奥
話
記
・
陸
奥
詣
記
よ
り
六
代
膠
事
記
と
∵
作
毎
に
低
調
化
し
▼
て
あ
る
や
従
来
の
軍
記
物
の
折
究
憶

1
－
私
は
特
に
文
革
史
的
祈
究
と
区
別
し
よ
う
と
思
ふ
が
ー
比
の
事
寧
ぞ
抹
殺
し
て
将
門
記
し
倶
元
物
譜
・
平
治
物
語
と
を
い
き
な
り

結
び
つ
け
て
ゐ
る
。
成
程
此
の
見
方
が
眞
貨
で
み
る
と
す
る
な
ら
ば
保
元
物
語
・
平
治
物
語
が
軍
記
物
展
開
史
上
に
占
む
る
瓢
初
的
意
義

と
俣
元
・
平
治
の
胤
が
武
士
の
興
起
の
重
大
突
鶴
で
あ
っ
た
事
と
相
田
應
し
、
文
化
史
的
側
面
と
文
革
の
展
開
と
が
ぴ
っ
た
り
軌
を
∵
に

す
る
事
に
な
っ
て
一
．
分
の
隈
も
な
い
様
に
思
は
れ
る
か
が
然
し
、
此
の
見
解
が
・
一
見
飴
に
も
紺
級
で
あ
る
か
に
見
え
有
償
め
こ
れ
ま
で
の

研
究
は
初
期
軍
記
物
の
最
の
要
を
把
へ
そ
こ
な
っ
た
の
で
は
あ
る
よ
い
か
。
郎
初
期
軍
記
物
が
将
門
記
よ
り
保
元
物
語
・
平
治
物
語
へ
接

近
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
牽
屈
す
る
ど
こ
ろ
か
順
次
に
堕
落
し
て
ゐ
る
l
と
云
ふ
事
資
を
看
過
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
・
さ
て
礎
魂
の
見
解
か

合
　
璃
　
噺
　
之
　
研
・
究

71



72

国
　
文
・
密
・
放
　
　
節
　
二
　
巷
．
第
一
韓

ら
解
放
ざ
れ
て
初
級
軍
記
物
よ
り
保
元
物
語
㌧
牢
獄
物
語
へ
み
鼠
坤
を
鼻
恒
紺
に
。
見
つ
め
　
と
現
在
鳳
筈
ゐ
る
初
期
軍
記
軌
的
将
門

記
・
陸
奥
詔
記
・
純
友
追
討
記
⊥
ハ
総
防
事
記
を
如
何
様
に
分
略
し
七
も
卦
レ
得
な
い
、
又
出
水
な
か
っ
た
極
め
て
「
大
き
な
飛
躍
と
溝
要

に
遭
遇
す
る
。
正
弘
困
難
を
放
っ
て
軍
記
物
の
展
開
を
具
標
的
に
文
革
史
的
に
把
握
す
1
－
年
に
は
吏
字
資
料
た
る
現
俸
の
四
作
品
に
髄
艇
と

執
着
す
る
事
か
ら
解
放
さ
打
て
且
を
輯
じ
て
軍
記
軌
を
成
立
せ
し
め
l
た
野
菜
、
・
㌃
高
成
長
々
内
か
ら
促
進
し
た
融
合
的
雰
囲
気
と
し
て
常

時
盛
ん
に
行
は
れ
た
合
戦
噺
に
注
意
し
て
始
′
め
七
可
能
で
は
あ
る
ま
′
い
か
。
雰
同
気
卸
紺
面
か
ら
新
し
く
斬
り
込
む
事
に
依
っ
て
従
来
の

軍
記
物
の
歴
史
的
研
究
が
犯
し
た
抽
象
と
不
自
然
な
飛
昭
と
を
ま
ぬ
か
れ
る
事
が
出
来
む
棟
に
思
ふ
。
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此
の
小
稿
は
軍
記
物
の
具
倍
均
な
J
様
式
史
的
研
究
の
一
部
と
し
て
合
戦
噺
に
就
い
て
の
ま
．
づ
し
い
試
論
l
こ
過
ぎ
な
い
。

・

　

ノ

　

ノ

　

　

　

　

、

ノ

つ

て

l

　

・

　

・

・

　

、

1

　

、

二

卒
肺
門
の
乱
、
純
友
の
乱
奥
州
十
二
年
合
戦
は
鎮
定
に
あ
た
っ
た
源
・
卒
両
氏
の
勢
力
を
確
固
た
る
物
に
し
た
決
定
的
契
機
で
あ
る
。

「
さ
む
ら
ひ
」
か
ら
武
士
へ
の
祉
骨
的
地
位
向
上
の
基
礎
を
築
き
、
や
が
て
次
の
時
代
に
公
卿
階
級
に
取
っ
て
か
は
っ
て
政
治
上
の
支
配
権

を
獲
得
す
．
る
に
至
っ
た
大
き
い
端
緒
で
も
あ
る
。
如
新
文
化
史
上
に
於
け
る
比
等
詩
風
の
意
味
は
暫
く
第
二
に
ま
は
す
と
し
て
Å
源
氏
や

平
家
一
門
に
取
っ
て
は
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
決
し
て
忘
れ
る
事
の
出
魂
な
い
重
大
事
件
で
み
¢
「
家
」
㍉
の
許
に
集
一
石
子
孫
未
詠
は
も
と
よ

り
友
子
郎
寅
等
は
家
の
今
日
あ
る
ミ
ナ
モ
ト
を
此
等
の
戦
の
庭
で
丑
輝
し
た
組
免
の
武
勇
と
動
功
に
節
し
た
。
保
元
物
語
・
平
治
物
語
・

平
家
物
語
に
現
れ
る
武
士
が
壁
高
ら
か
に
呼
ぜ
は
っ
た
名
乗
を
見
る
と
奥
州
十
二
年
合
戦
等
に
於
け
る
祖
先
の
動
功
を
誇
ら
し
げ
に
忘
れ

ず
冠
ら
せ
て
ゐ
る
の
は
全
く
か
う
し
た
理
由
に
依
る
の
で
あ
ら
う
。
（
竺
）



．
・
吾
妻
鏡
を
見
る
と
源
較
明
を
始
め
多
く
の
源
氏
達
が
奥
州
合
戦
に
種
々
な
蘭
か
ら
模
範
と
典
例
を
求
め
、
（
竺
）
更
に
進
ん
で
敏
訓
を
ま

で
仰
い
で
ゐ
る
の
が
再
々
見
え
る
（
彗
こ
の
は
最
も
よ
く
．
此
間
の
滑
息
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。

吾
妻
鏡
、
建
久
二
年
八
月
一
日
の
保
に
、

一
日
丁
丑
雨
降
、
終
日
不
休
止
、
今
日
大
庭
牛
太
東
能
於
新
造
御
亭
猷
盃
滑
。
其
偽
強
不
朽
美
以
五
色
櫨
魚
等
鰯
着
物
（
足
利
）
上
線

介
。
ヰ
菜
l
介
完
悪
街
眉
芋
瀾
午
牒
率
八
．
監
訂
尉
。
L
藤
庄
司
。
土
望
即
。
梶
堅
一
這
刑
部
丞
比
企
右

街
門
尉
。
岡
崎
四
郎
。
．
佐
々
木
三
郎
侯
其
塵
旬
勅
盃
之
問
儀
佃
各
語
申
往
事
。
景
能
語
保
元
合
戦
事
。
此
間
申
云
。
勇
士
之
可
用
意
者

武
具
也
。
就
中
可
楕
用
者
弓
箭
寸
尺
也
。
鎮
西
八
郎
著
書
胡
無
嘘
弓
矢
達
者
也
）
然
而
案
弓
箭
寸
法
過
テ
其
荘
分
潮
。
其
故
者
於
大
炊

御
門
河
原
景
能
連
子
八
男
弓
手
。
八
男
欲
引
弓
真
鶴
潜
以
鰯
貨
客
者
。
日
銭
西
田
給
之
間
騎
馬
之
時
弓
聯
不
任
心
欺
、
景
能
於
東
国
能

（男）

馴
馬
者
也
U
別
馳
廻
八
芸
事
之
醇
辟
相
違
及
チ
越
弓
之
下
可
中
子
身
之
失
中
膝
諾
え
㌘
故
賛
者
忽
可
失
命
欺
。
勇
士
只
可
蓮
騎

0

0

0

0

0

0

0

　

　

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

っ

○

馬
事
也
。
壮
士
等
可
留
耳
底
。
老
翁
之
詮
英
嘲
曝
書
　
常
胤
已
下
雷
座
皆
甘
心
文
豪
御
感
云
々

又
同
書
巻
二
十
、
建
暦
二
年
八
月
十
八
日
の
債
に

辛
卯
。
伊
賀
前
司
胡
l
光
雷
左
獄
門
尉
哉
盈
可
候
北
面
三
貯
肝
之
由
今
日
武
州
被
偉
仰
紋
所
者
撰
近
習
癒
士
等
令
結
常
舐
供
云
々
両
件

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

．
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つ

、

O

．

○

　

○

；

O

．

〇

　

〇

　

〇

両
人
蘭
宿
老
翁
被
開
召
古
物
譜
併
被
加
之
也
。

又
同
書
に
は
其
他
に
「
慣
氏
之
週
老
」
（
巻
一
七
、
建
仁
二
年
正
月
廿
九
日
）
「
親
硯
濃
往
事
之
老
人
」
（
巻
一
七
、
元
仁
元
年
十
二
月
三
日
）

達
が
往
事
．
殊
に
l
過
ぎ
し
合
戦
之
物
語
を
屏
望
せ
ら
れ
て
、
公
、
私
の
席
で
語
っ
た
事
が
見
え
て
ゐ
る
。
か
く
て
源
氏
一
寅
の
人
達
は
陸
奥

髄
　
合
戦
を
始
め
と
し
保
元
・
尊
治
合
戦
に
関
す
る
古
老
の
物
語
の
中
に
心
を
顔
ら
れ
、
訓
攣
こ
㌢
．
次
第
に
・
壇
義
や
義
光
を
理
翠
と
仰
ぐ
棟
、
鳥

・
倉
　
頂
　
晰
　
之
　
折
　
究
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国
　
文
　
顔
　
役
　
　
第
二
各
　
節
一
韓

羊
な
っ
た
。
も
と
鎌
倉
時
代
は
上
代
に
於
け
る
氏
族
制
度
の
新
し
き
復
興
と
云
ほ
れ
て
ゐ
る
如
く
「
家
」
と
「
血
L
が
大
き
な
力
と
な
っ

た
。
か
く
て
家
の
子
達
は
家
の
「
名
L
．
を
「
歴
史
」
を
殊
に
重
ん
ず
る
事
と
な
り
、
家
の
物
語
が
、
就
中
象
を
今
日
あ
ら
し
め
た
詩
風
の

物
語
が
非
常
に
東
大
戌
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

註
l
、
校
定
平
定
物
語
笹
九
、
梶
原
二
度
懸
、
偉
大
の
名
粟

詫
こ
、
青
蕃
鋳
、
巻
、
一
〇
、
建
久
完
年
九
月
十
八
日

巻
、
こ
こ
、
建
久
四
竺
二
月
廿
五
日

註
三
、
青
妻
鐙
　
巻
、
一
七
、
建
仁
兄
年
五
月
六
日

三
．

租
朝
の
前
で
語
ら
れ
た
「
古
物
譜
」
や
「
家
ノ
噂
へ
・
ニ
テ
聞
キ
証
」
か
れ
た
　
註
＝
合
戦
談
は
四
角
四
面
な
か
た
く
る
し
い
教
訓
的
分

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

子
の
多
い
物
で
あ
っ
た
だ
ら
う
。
．
然
し
、
無
骨
な
武
士
も
膝
を
く
づ
し
、
う
ち
く
つ
ろ
い
だ
世
間
噺
の
塵
で
語
っ
た
自
分
の
て
が
ら
噺
は

相
嘗
両
月
い
物
で
あ
た
に
達
ひ
な
い
。
陸
奥
話
記
を
見
る
と
、
・

齢
を
㌢
獣
雇
経
清
（
雷
撃
）
草
二
慧
都
農
墾
車
撃
莞
溜
霜
空
欄
瑠
謹
）

l
と
あ
る
如
く
地
文
の
辱
乱
を
鎮
定
し
て
上
京
し
た
武
士
は
京
洛
都
人
の
好
奇
心
の
億
転
と
な
り
詰
腹
の
中
心
に
な
っ
た
。
武
人
蓮
も
求
め

ろ
れ
泊
ま
．
告
に
都
人
の
未
だ
耳
に
し
た
事
の
な
い
巷
談
口
碑
．
樽
誼
、
壷
は
戦
場
で
の
功
名
談
等
を
物
語
っ
た
京
人
の
耳
を
史
し
ま
せ
た

ら
し
い
。
陸
奥
謡
記
の
筆
者
も
彼
等
の
語
る
新
奇
な
生
気
に
満
ち
l
二
物
語
に
耳
を
傾
け
心
ひ
か
れ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
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同
書
政
文
に
、

今
抄
国
劇
妻
針
口
孟
望
蕪
但
少
等
里
之
外
混
多
批
琴
羞
貫
重
孟
己
（
表
芸
）

．
と
断
っ
て
魔
口
之
話
に
耳
を
倍
し
た
潜
め
に
荒
超
つ
れ
た
正
確
な
せ
贅
か
ら
の
逸
脱
を
暗
に
督
眉
し
て
や
0
。
由
解
之
文
等
の
第
一
育
料

に
よ
り
史
箕
を
直
屈
し
ょ
う
と
し
た
筆
者
に
瑚
っ
て
は
衆
口
之
話
羊
心
ひ
か
れ
七
事
虻
後
場
七
い
不
本
意
な
事
だ
つ
七
に
違
い
な
い
。
軍

記
．
物
の
展
開
史
か
ら
見
る
j
衆
口
之
話
に
心
．
心
か
れ
て
無
味
乾
操
な
外
交
併
合
の
固
解
之
文
の
畢
な
る
編
銀
か
ら
二
歩
進
ん
で
事
件
に
潤

色
を
ほ
ど
こ
し
、
l
人
物
を
理
想
化
し
た
の
は
陸
奥
諸
記
を
純
受
動
的
．
機
械
潮
重
記
録
に
J
ど
ま
る
事
か
ら
救
っ
て
文
塵
の
腐
野
に
接
近

さ
せ
た
も
の
と
し
て
か
へ
つ
て
興
味
探
い
。

次
に
将
門
記
は
乱
の
鎮
定
後
あ
づ
か
つ
て
功
傍
あ
っ
た
諸
格
へ
1
の
働
賞
霊
紬
し
．
．
つ
い
で
最
後
に
将
門
の
∵
生
に
批
評
を
加
へ
、
壷
に

特
に
「
諺
日
」
の
二
字
登
別
に
据
ゑ
、
四
十
九
字
を
い
て
「
田
舎
人
墾
ぎ
と
重
ね
て
断
っ
て
以
下
将
門
の
後
生
辞
を
か
か
げ
て
ゐ
る
。

さ
て
「
諺
」
の
字
は
眞
宿
寺
本
平
将
門
記
の
中
に
割
注
と
し
て
二
ヶ
所
出
て
ゐ
る
。

一
、
撃
レ
証
詣
豊
咄
㌫

二
、
諺
白
鷹
者
随
貴
レ
弱
者
貿
レ
強
不
レ
如
こ
敬
叫

（
こ
、
は
俗
稀
の
義
、
（
二
）
は
民
間
の
膏
ひ
重
ら
は
し
の
意
に
解
さ
れ
る
。
字
鏡
集
に
就
い
て
「
コ
ト
ワ
ザ
L
の
訓
あ
る
文
君
見
る
と
諺

の
外
に
な
は
「
里
」
「
語
L
「
褒
ヽ
隠
し
が
あ
る
。
今
そ
れ
等
の
内
「
里
㌧
褒
㌧
痘
」
に
並
記
さ
れ
た
訓
を
見
る
と
、

0000　0000　000　00

里
p
コ
ト
バ
リ
。
コ
J
ツ
サ
。
l
ィ
ヤ
シ
。
サ
ト
。
コ
ト
ハ
ル
・
。

変
　
ナ
ラ
ス
。
サ
”
タ
リ
。
ツ
、
三
。

会
　
戦
　
噺
　
之
　
祈
、
究
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国
　
文
　
埋
　
放
　
　
茹
土
巻
　
筋
一
韓

り

一

日

　

ク

ト

7

3

ク

ト

ヒ

。

血
等
明
請
訓
は
「
．
コ
ネ
ヮ
ザ
」
の
意
峨
倒
容
を
瀾
接
に
助
腐
る
と
見
る
事
が
出
凍
る
。
即
、
「
コ
ト
ワ
ザ
L
は
里
人
間
で
常
々
言
ひ
な
ら
は

76

さ
れ
た
「
衣
二
ト
へ
噺
」
を
考
ふ
べ
溝
で
あ
ら
う
。

天
拾
本
新
撰
字
鏡
、
巻
三
富
眉
働
∵
芯

眉
鮒
譜

叉
色
兼
字
腰
抄
1
下
、
「
人
事
」
に
は

諺
か
か
如
ザ
罫

と
あ
る
。

将
門
記
の
割
華
字
儲
儀
。
・
新
撰
字
鏡
。
・
色
菓
字
類
抄
、
に
徹
り
将
門
記
の
「
諺
日
」
の
r
潜
」
を
孝
へ
て
見
る
工
関
東
地
方
土
民
間
で

府
は
れ
て
ゐ
串
「
う
わ
さ
断
」
と
鮮
眉
す
べ
き
で
あ
る
。

、

　

′

Ⅰ

　

　

’

　

－

′

婦
門
記
が
将
潤
切
後
也
層
忽
調
に
わ
ざ
わ
ざ
「
諺
日
」
の
二
字
を
媚
へ
、
す
ぐ
其
の
下
七
更
に
扁
舎
人
報
云
」
の
五
事
々
入
れ
て
資
料

の
出
所
を
革
っ
漕
り
断
．
つ
た
胡
▼
は
「
う
わ
さ
詔
」
．
を
資
料
と
し
て
は
、
壁
石
も
の
と
考
へ
、
速
記
録
∵
周
戯
之
潔
1
及
嘗
腰
の
見
聞
等

と
「
う
わ
さ
話
」
と
の
問
t
に
資
料
寸
も
て
の
評
侶
七
等
差
を
つ
け
た
調
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
彿
管
抄
が
カ
ヮ
サ
詔
に
討
し
「
人
語
ヅ

牒
完
海
霊
号
シ
カ
†
ラ
ズ
」
壷
二
㌢
遜
べ
豆
な
ち
す
資
料
と
も
て
信
頼
々
よ
す
る
に
足
り
な
い
と
言
っ
た
屏
な
ど
か
ら
掘
推
し

て
将
門
記
が
あ
そ
こ
で
屑
と
感
8
㌦
周
舎
人
報
昏
切
文
字
を
儲
へ
た
の
も
此
と
周
蓋
息
味
で
は
あ
る
よ
い
か
。
此
鬼
に
吾
々
は
正
確

史
宜
の
筆
録
に
踏
み
と
ど
ま
ら
う
と
し
た
将
門
記
の
筆
録
悪
度
を
伺
ふ
事
が
山
氷
る
と
同
時
に
叉
一
面
、
将
門
記
が
乱
鎮
定
後
任
か
ニ
ケ
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月
を
目
す
も
て
成
立
し
た
〈
竺
）
の
を
併
せ
考
へ
る
と
平
将
門
に
就
い
て
の
「
ウ
ワ
サ
話
し
が
意
外
に
早
く
流
布
し
偉
播
し
て
ゐ
た
様
子

も
伺
ふ
事
が
出
来
る
。
そ
も
て
正
史
に
あ
や
か
っ
た
純
歴
史
記
録
を
作
ら
う
と
し
た
将
門
記
の
筆
者
は
資
料
と
し
て
第
二
の
も
の
と
忠
ひ

っ
っ
も
猫
且
「
ウ
ワ
サ
請
」
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ち
な
か
っ
た
上
こ
ろ
に
将
門
に
就
い
て
の
ウ
ワ
サ
話
．
殊
に
其
の
合
戦
噺
の
吸
引

力
の
大
．
さ
受
盛
行
の
度
合
と
を
知
る
事
が
出
挙
心
。
・

詮
詣
集
に
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
苓
将
門
l
二
就
い
て
の
設
話
の
種
実
相
は
奉
だ
詳
に
L
で
ゐ
な
い
が
、
元
に
角
平
将
門
に
就
い
て
の
「
う
わ
さ

話
が
如
何
に
灰
く
且
多
数
に
蘭
布
侍
潤
し
て
ゐ
七
か
は
扶
桑
略
記
に
「
叉
世
相
倖
云
…
二
幸
・
・
…
苗
華
子
：
・
実
老
璧
臼
…
…
L
受
）

と
謹
話
の
出
所
を
あ
げ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
明
ち
か
で
濁
る
。
然
も
そ
の
多
く
が
T
世
の
相
棒
L
で
あ
っ
た
り
「
古
老
の
物
語
L
k
出
て

ゐ
る
の
は
特
に
登
息
を
ひ
く
。

錠
一
、
詐
滞
門
記
は
本
文
の
終
に
成
立
時
期
を
卯
記
し
て
天
壁
二
年
六
月
中
記
文
U
L

と
あ
る
。
肺
門
記
中
日
附
の
別
か
な
最
後
の
記
事
は

使
自
下
野
囲
副
鮒
文
以
同
年
四
月
廿
五
日
其
聖
上
ヱ
云
々
（
員
痢
寺
本
、
二
五
オ
）

で
あ
る
。
従
宗
門
記
の
成
立
に
つ
い
て
は
星
野
氏
の
考
誼
に
絶
っ
て
乱
後
敦
ヶ
月
を
出
で
ず
し
て
箪
警
れ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
少
く
受

井
門
記
の
成
立
は
事
件
後
二
ケ
月
を
出
で
な
い
時
に
み
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

堅
「
扶
桑
略
記
、
聖
亭
五
、
へ
天
産
二
年
己
亥
十
二
月
廿
一
日
）

四

合
　
職
　
噺
　
之
　
的
　
究

Jl．
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口
　
文
　
顔
　
役
　
　
節
二
　
各
　
節
　
l
　
魯

合
戦
に
関
す
る
「
う
わ
さ
話
」
は
生
活
上
の
要
求
か
ら
子
孫
、
豪
子
に
封
す
る
乗
訓
と
し
て
武
士
の
問
に
。
新
奇
な
慰
み
謡
と
し
て
古

老
の
口
か
ら
大
衆
に
向
つ
て
物
語
ら
れ
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
ウ
ワ
サ
」
話
に
耳
を
傾
け
る
事
を
械
力
さ
け
よ
う
と
警
戒
し
て
ゐ

た
合
戦
記
の
筆
者
を
衝
き
動
か
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
三
尊
の
お
耳
に
ま
で
達
し
公
卿
の
慰
話
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

今
昔
物
語
の
作
者
に
就
い
て
は
な
は
定
説
が
な
い
が
廊
者
の
赦
骨
階
級
の
み
を
間
置
と
す
れ
ば
公
卿
出
身
の
人
の
手
に
な
っ
た
事
だ
け

は
動
か
せ
な
い
。
公
卿
の
手
に
な
っ
た
今
昔
物
語
が
将
門
記
・
陸
奥
儲
記
・
純
友
追
討
記
等
の
合
戦
記
を
妬
め
て
忠
賃
に
、
腰
も
巧
妙
に

瑚
賀
し
た
牛
膝
門
吏
謀
反
被
誅
語
・
藤
原
純
友
依
海
賊
被
謙
語
・
源
輯
義
朝
臣
厨
安
部
貞
任
等
語
・
を
始
め
其
他
十
一
の
武
士
、
合
戦
に

関
す
る
物
語
を
集
め
て
巻
二
十
五
の
一
巻
を
あ
て
た
の
は
も
と
・
も
と
公
卿
問
に
此
種
の
合
戦
噺
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
に
外
な
ら
な

い
。
念
日
物
語
は
明
ら
か
に
烙
門
記
や
陸
奥
話
記
を
漸
愛
し
た
詣
で
も
一
．
様
に
「
今
昔
…
…
」
で
始
め
「
…
…
ト
督
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
借

へ
タ
ル
ト
カ
」
で
潜
ん
で
涼
も
い
顔
な
し
て
ゐ
る
が
十
四
語
の
中
の
戎
物
は
、
そ
の
内
容
が
な
ん
と
な
く
ウ
ワ
サ
話
の
も
つ
浮
々
し
さ
を

持
っ
て
ゐ
る
鮎
か
ら
推
し
て
今
昔
物
語
の
作
家
が
雷
時
行
ほ
れ
て
一
ゐ
た
合
戦
噺
を
誰
か
か
ら
直
接
聞
い
て
筆
に
し
た
「
…
…
上
語
り
借
へ
・

タ
ル
斗
カ
」
と
結
ぶ
に
相
應
は
し
も
物
も
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
古
事
談
が
第
四
に
勇
士
革
芸
て
て
三
十
飴
の
合
戦
噺
雲
さ
め
て
ゐ

る
の
も
此
の
間
の
事
情
を
傍
鐙
も
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
古
事
該
は
恐
ら
く
日
本
現
在
書
日
録
に
あ
る
如
く
藤
原
顛
家
の
抄
物
で
あ

ら
う
4
嶽
家
は
公
卿
補
任
に
も
名
を
連
ね
て
ゐ
る
人
で
承
元
二
年
二
八
六
七
）
十
一
月
九
日
刑
部
卿
を
辞
し
た
記
事
が
見
え
て
ゐ
右
か

ら
相
雷
要
職
に
あ
っ
た
公
卿
の
一
人
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
古
事
談
第
四
、
勇
士
、
を
見
る
と
、

（

義

宗

力

）

　

　

　

　

　

　

・

（

抄

田

）

白
川
院
御
肢
後
藤
内
則
明
老
衰
之
後
召
田
テ
合
戦
之
物
語
セ
サ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
先
申
云
故
正
キ
ミ
ノ
朝
臣
鍔
守
肝
チ
立
テ
ア
イ
タ
ノ
城

78
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ニ
付
侍
之
綻
、
薄
等
ノ
降
侍
シ
一
山
イ
ク
サ
ノ
男
共
ト
申
之
聞
・
法
皇
被
仰
云
、
今
ハ
サ
ヤ
ウ
一
l
テ
侯
へ
夏
ノ
妨
甚
幽
玄
也
．
桟
夏
等
可

．
足
此
二
呂
寸
テ
賜
御
衣
云
々
（
国
史
大
系
・
苗
討
議
九
〇
）

と
あ
る
．
。
丹
鶴
叢
書
本
で
む
「
故
正
キ
、
l
L
の
下
に
括
弧
を
ほ
ど
こ
し
（
義
家
か
）
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
十
訓
抄
で
は
明
ら
か
に
「
故
頼
義

胡
臣
云
々
・
と
な
っ
て
ゐ
る
。
陸
奥
語
記
の
こ
の
記
事
の
文
蛍
の
主
格
が
転
義
で
あ
る
事
も
併
せ
考
へ
て
或
は
こ
1
も
「
我
家
L
よ
わ
「
整
我
」

と
と
る
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

古
事
談
の
此
の
記
事
に
就
い
て
は
な
は
後
に
考
へ
る
と
し
て
白
河
法
皇
は
わ
ざ
く
老
鰐
の
後
藤
内
則
明
を
お
召
に
な
っ
て
奥
州
合

戦
の
物
語
を
把
か
れ
た
革
が
わ
か
る
．
が
な
は
、
同
校
．
の
横
合
は
な
は
相
嘗
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

書
記
承
安
四
年
三
月
十
七
日
の
債
を
見
る
〔

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

9

拾
遺
来
臨
、
鰯
見
申
給
併
招
引
也
．
件
給
義
家
胡
臣
鰯
陸
奥
守
之
嘩
輿
彼
国
住
人
武
衡
家
街
等
、
合
戦
締
也
、
件
事
捉
倦
言
委
不
記
・

0

つ

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

0

0

又
不
要
．
静
竪
法
印
先
年
拳
院
宣
姶
霞
進
也
。
彼
法
印
倍
出
御
倉
蓬
之
、
盛
滑
徒
然
放

せ
あ
る
。
此
記
事
中
「
件
事
雄
噂
冨
委
不
記
L
の
並
「
飼
治
徒
然
欺
」
が
注
意
を
ひ
く
が
此
記
事
の
み
で
は
後
三
年
治
の
正
鰐
が
不
明
瞭
で

あ
る
。
更
に
こ
和
田
博
士
著
∵
国
史
国
文
の
研
究
所
引
の
「
中
富
康
富
記
文
承
安
元
年
閏
六
月
二
十
三
日
の
債
を
見
る
と
後
三
年
給
に
つ
い

て
の
記
事
が
見
え
て
ゐ
て

垂
伏
見
中
嶋
偽
退
出
但
自
御
室
語
御
賢
戒
被
召
寄
後
三
年
約
枚
御
撃
子
役
取
出
可
露
見
之
由
各
被
仲
之
聞
其
詞
畠
々
今
時
読
了
、
此

（時）

治
四
巻
在
之
承
安
元
年
月
日
依
院
宣
静
竪
法
印
其
後
は
上
座
に
て
承
仰
同
絵
師
明
茸
顕
也
云
々

と
め
る
。
か
く
て
書
記
と
併
せ
孝
へ
る
と
、
比
の
後
三
軍
給
後
白
河
法
皇
の
院
宣
に
よ
り
徽
乗
宮
廷
に
語
り
鍵
れ
て
ゐ
た
の
み
で
未
だ
文

合
　
賎
　
噺
　
之
　
研
　
究
．

79



SO

国
　
文
　
掛
　
故
　
　
第
二
　
各
　
節
一
婦

字
に
う
つ
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
後
三
年
合
戦
に
就
い
て
の
屏
侍
印
倉
戦
噺
を
承
安
元
年
静
曇
法
師
が
総
裁
と
な
り
給
師
明
賞
に
童
が
か
し

め
た
、
詞
書
も
あ
っ
た
四
巻
か
ら
な
る
給
巻
で
あ
っ
た
事
が
判
る
。
・

前
記
古
事
談
の
記
事
及
古
記
∵
康
富
記
0
記
事
に
よ
り
合
戦
噺
が
白
河
法
皇
や
、
後
白
河
法
皇
の
御
耳
に
も
達
し
て
ゐ
た
事
が
察
せ
ら

れ
る
。
殊
に
後
三
年
合
戦
に
就
い
て
は
与
ひ
題
孟
り
掲
か
れ
て
、
未
だ
文
字
に
定
着
さ
れ
な
い
合
戦
噺
の
あ
っ
た
事
が
侍
に
注
寧
ぜ
ひ

く
。
恐
　
l
ら
く
此
、
積
の
倖
言
は
外
に
も
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
、
一
然
も
、
比
等
の
合
戦
噺
や
そ
の
定
着
と
し
て
の
合
戦
絵
巻
は
滑

SO

閑
の
具
と
し
て
常
時
相
嘗
旗
く
公
卿
間
に
弄
ば
れ
て
ゐ
た
。

五

以
上
、
武
士
「
殻
大
衆
宮
廷
公
卿
の
間
で
行
は
れ
た
合
戦
噺
に
就
い
て
概
祝
し
て
釆
た
が
合
戦
噺
に
掛
す
る
統
合
一
般
の
興
味
は
初
期

軍
記
物
や
謹
話
集
絵
巻
物
等
に
は
っ
き
り
表
れ
て
ゐ
る
。
・

将
門
記
は
其
の
抄
本
た
る
烙
門
記
の
存
在
を
抹
穀
す
れ
ば
現
在
唯
一
本
を
徳
へ
る
の
み
で
古
典
と
し
て
極
め
て
珍
ら
し
い
様
恵
を
呈
し

て
ゐ
㍉
0
。
然
し
、
格
門
記
に
奥
本
が
′
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
承
徳
三
年
成
虫
（
∵
七
五
七
）
の
眞
堕
芸
第
三
十
八
薬
に
1
戎
本
云
」

と
し
て
異
本
の
本
文
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
戎
本
云
」
以
下
の
記
事
内
容
は
先
に
悶
短
と
し
た
「
諺
目
し
及
「
円
舎
人
報
云
」
以
下
の
記
事

と
は
ゞ
同
一
内
容
の
も
の
で
唯
多
少
所
俺
を
共
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
眞
錨
寺
本
が
あ
げ
て
ゐ
る
1
戎
本
云
」
以
下
の
記
事
は
将
門
記
以

外
の
平
将
門
に
関
す
る
説
話
を
記
録
し
た
其
書
を
指
す
の
で
あ
る
か
の
様
に
見
え
る
が
、
な
は
第
十
九
菜
真
に
は
、

式
余
年
兵

事
名
簿
於
大
政
大
殿
数
十
年



と
「
試
飲
年
英
」
の
四
字
が
倍
音
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
ほ
「
戎
本
云
」
と
し
て
後
に
あ
げ
た
戎
本
の
も
の
で
あ
る
や
も
知
れ
な
い
。
若
し
此
の

臆
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
承
徳
三
年
虻
に
現
倍
の
将
門
記
と
は
内
容
を
相
等
異
に
し
て
異
本
が
成
立
し
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
よ
い
か
っ

眞
露
寺
平
将
門
記
の
本
文
に
は
梱
嘗
多
く
の
割
注
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
ゐ
る
。
共
等
が
原
注
で
あ
る
か
否
か
は
可
成
疑
問
の
飴
地
が
あ
る
。

例
へ
ば
翁
彼
女
（
議
芸
注
）
記
豊
判
断
群
雲
批
馳
舟
曽
心
飴
之
時
和
之
歌
卿
㌍
需
此
鞠
怨
霊
C
二
二
・
ウ
）

に
於
て
他
の
割
注
と
同
じ
愕
彩
で
文
中
に
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
和
歌
は
此
を
取
り
除
く
と
意
味
が
不
通
と
な
る
物
で
既
に
原
注
と
し
て
本
文

中
に
あ
っ
た
事
は
旋
ふ
飴
地
が
な
い
。
唯
和
歌
で
あ
る
痛
め
恐
ら
く
特
種
の
濃
彩
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
俄
に
他
の
割
注
に
清

輝
し
て
将
門
記
の
割
注
が
原
注
で
あ
る
と
す
る
事
は
出
凍
な
い
。

）一（）二（

其
度
軍
行
願
有
秋
導
数
紹
票
莞
渉
人
馬
於
自
然
飽
珠
光
牛
者
十
頭
群
潜
被
討
者
七
人
。
譜
欄
か
（
八
、
オ
）

相
場
臥
抒
順
謡
猷
舶
脚
謂
承
（
十
ウ
〕

等
の
割
注
は
本
文
に
な
い
新
事
害
で
、
材
料
と
し
て
は
用
意
し
て
を
き
な
が
ら
さ
て
本
文
を
書
い
て
ゆ
く
内
い
つ
の
問
に
か
書
き
そ
び
れ

た
た
め
後
で
割
注
と
し
て
添
へ
て
書
い
た
物
で
で
も
あ
ら
う
か
。
此
等
は
陸
奥
話
記
の
割
注
が
原
注
で
あ
る
（
註
一
）
の
と
照
し
併
せ
て
原

注
で
あ
る
や
も
知
れ
な
い
。
少
く
と
も
後
人
の
加
注
と
見
る
よ
り
原
注
と
解
す
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
。
然
し
、

ケ
ワ
ン
シ
ト
i
イ
L
．

諾
渇
望
辞
欝
需
訝
禁
譜
等
豊
宗
謡
等
（
三
才
）

の
如
く
難
解
と
忠
は
る
る
熟
語
に
辞
書
的
な
牢
易
な
盆
明
を
附
し
本
文
中
の
章
句
を
解
説
せ
る
割
注
殊
に
「
字
書
日
」
、
「
．
椿
日
」
、
「
諺
日
」
、

私
　
等
特
種
な
文
字
を
上
に
冠
ら
せ
た
も
の
や
「
漢
書
目
し
↓
花
陽
国
志
日
」
等
の
原
典
を
断
っ
て
ゐ
る
も
の
が
原
注
で
あ
る
と
は
考
へ
難
い
。

合
　
職
　
噺
　
之
　
研
　
究
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回
　
文
　
軍
　
政
　
　
節
二
　
審
　
節
一
婦

か
ぐ
て
将
門
記
割
注
の
大
部
は
後
人
の
加
在
と
解
せ
ら
れ
る
。
眞
宿
寺
本
平
将
門
記
（
古
典
保
存
合
本
）
を
見
る
と
割
注
は
本
文
と
一
撃

で
本
文
と
同
じ
啓
鮎
返
郡
恨
名
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
割
注
も
本
文
と
同
じ
く
承
攣
二
年
正
月
に
書
富
さ
れ
承
徳
三
年
二
月
に
本
文

を
讃
返
し
た
さ
い
一
し
よ
に
返
鮎
恨
名
が
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
此
血
か
ら
考
へ
る
と
将
門
記
の
割
注
は
本
文
成
立
よ
り
後
承
桔
三

年
正
月
ま
で
の
間
に
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
承
徳
三
年
以
前
に
本
文
中
の
難
解
な
執
議
・
故
事
を
踏
へ
た
文
章
に
誰
か
が
鮮
啓
ぞ
加
へ
た
事
は
将
門
記
が
次
節
に
大
挙
ぜ
目
標

と
し
て
啓
蒙
的
に
働
き
か
け
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
真
等
の
中
「
詮
老
兵
鼓
也
琴
云
布
刺
豆
々
美
也
」
二
、
オ
）
「
一
帰
日
煽
灰
者
倭

言
伊
利
万
留
也
L
（
四
ウ
）
等
諺
、
倭
言
郎
口
語
謬
を
怒
げ
て
ゐ
る
の
は
口
語
へ
の
接
近
璧
示
す
も
の
で
一
般
大
衆
か
ら
、
遠
く
は
な
れ
、
濁

り
誇
ら
か
に
漢
文
の
壁
に
と
じ
こ
も
っ
た
昔
の
態
度
を
撥
て
次
第
に
通
俗
化
し
、
・
平
易
化
の
方
向
を
取
っ
た
も
の
で
こ
1
に
常
時
就
骨
の

合
戦
記
に
封
す
る
興
味
と
関
心
の
沃
化
を
伺
ふ
事
が
出
凍
る
と
同
峰
に
和
漢
混
清
文
の
丑
生
を
濠
示
す
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
今

昔
物
語
節
廿
五
、
平
将
門
丑
謀
反
被
謙
語
・
第
一
話
が
将
門
記
の
文
飾
や
冗
漫
な
封
句
の
中
を
く
ゞ
り
、
内
に
述
べ
ら
れ
た
事
件
を
巧
に
読

み
取
っ
て
恨
名
交
文
で
御
覧
し
た
の
は
将
門
記
自
身
の
前
記
の
傾
向
を
公
卿
社
食
の
要
求
に
腰
じ
て
劃
現
的
に
助
長
し
た
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
会
社
骨
の
軍
記
物
・
合
戦
噺
へ
の
興
味
と
関
心
の
高
揚
し
て
来
た
の
を
知
る
。

猶
、
平
将
門
乱
を
記
録
し
た
物
で
保
元
・
物
語
平
治
物
語
成
立
以
前
に
存
し
て
ゐ
る
も
の
に
将
門
合
戦
童
（
扶
桑
略
記
）
将
門
合
戦
状

．
（
歴
代
皇
紀
）
将
門
誅
害
日
記
（
扶
桑
略
記
）
の
名
が
見
え
る
。

従
来
此
三
者
は
将
門
記
の
異
名
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
来
た
が
（
望
遠
に
は
疑
問
の
鮎
が
あ
る
。
扶
桑
略
記
第
二
十
五
天
産
二
年
己
亥

十
】
月
廿
一
日
の
條
を
見
る
と
、

S2
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℃

0

0

0

千
時
将
門
　
忘
飛
風
之
歩
　
失
梨
老
之
術
　
印
中
貞
盛
之
矢
落
馬
　
秀
郷
胡
至
、
斬
将
門
頸
以
厨
士
卒
、
貞
盛
下
馬
到
秀
郷
前
、
合
戦
尊

0云
現
有
天
討
1
日
中
紳
鏑
、
其
臼
将
門
件
類
、
放
射
数
者
二
百
九
十
七
人
、
拾
得
雑
物
・
卒
栢
三
百
枚
、
弓
胡
露
各
百
九
十
九
具
、
太

刀
五
十
二
桐
、
萱
等
旺
廿
九
日
旦
…
…
将
門
之
翌
於
京
洛
紀
駈
諸

と
あ
る
。
古
事
談
「
第
四
勇
士
」
の
将
門
に
関
す
る
説
話
は
扶
桑
略
記
の
「
合
戦
章
云
」
．
以
下
を
二
行
の
割
注
と
し
て

致
秀
郷
前
料
帽
舶
距
謂
碩

と
あ
る
が
恐
ら
く
古
事
談
の
此
風
の
記
事
は
扶
桑
略
記
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
将
門
記
の
此
に
あ
た
る
記
事
を
見
る
と

千
時
現
有
天
厨
馬
忘
風
飛
之
歩
、
人
失
梨
老
之
術
、
新
皇
中
静
鏑
終
戦
於
託
鹿
之
野
、
猫
減
覚
尤
之
地
、
天
下
未
有
将
軍
自
敬
白
死
、

と
あ
る
。
将
門
記
の
「
千
時
」
よ
り
「
人
失
梨
老
之
術
」
ま
で
が
扶
桑
略
記
と
措
酢
ま
で
一
致
し
て
ゐ
る
の
は
扶
桑
略
記
か
将
門
記
を
主

賓
料
と
し
た
盛
め
で
あ
る
．
。
扶
桑
略
記
は
将
門
乱
の
記
事
の
終
に
「
己
上
将
門
誅
害
日
記
」
と
出
典
を
断
っ
て
ゐ
る
が
、
若
し
比
が
扶
桑

略
記
の
烙
門
乱
の
記
事
全
既
に
か
1
る
と
す
れ
ば
烙
門
誅
害
日
記
は
戌
は
由
門
記
を
指
す
物
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
扶
桑
略
記
の
「
合
戦
萱
云
」
は
「
謀
書
等
己
上
L
 
l
ま
で
に
か
上
る
物
で
．
満
ち
事
は
「
己
上
」
の
断
り
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
其
の
内

容
を
賂
門
記
尼
比
較
す
る
と
「
中
静
鏑
㍉
現
有
天
野
」
の
七
字
だ
け
が
一
致
す
る
の
み
で
「
其
H
L
以
下
の
四
十
七
字
は
将
門
記
の
ど
こ

に
も
見
出
せ
な
い
。

大
森
金
五
郎
氏
は
前
の
七
字
の
一
致
の
側
面
に
執
著
さ
れ
て
賂
門
記
と
合
戦
章
と
を
固
一
物
の
異
名
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
（
彗
）
此
で
一

腰
説
明
は
つ
く
と
し
て
も
猶
且
、
合
戦
章
に
の
み
あ
っ
て
将
門
記
の
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
四
十
七
字
が
不
安
の
ま
ま
抹
殺
さ
れ
て
ゐ

含
　
戟
　
噺
　
之
　
研
　
究
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国
文
計
聖
、
第
二
巻
領
一
韓

る
。
私
は
大
森
氏
の
所
詮
に
於
け
る
不
安
は
次
の
桂
に
考
へ
る
事
に
よ
っ
て
鮮
治
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
卸
、
扶
桑
略
記
は

将
門
記
を
主
資
料
と
し
た
痛
め
将
門
記
中
の
七
字
が
偶
然
合
戦
重
責
ご
と
こ
と
は
つ
て
「
合
戦
声
k
か
ら
引
用
さ
れ
た
部
分
に
ま
で
よ
ぎ

れ
込
ん
だ
の
で
あ
り
、
扶
桑
略
記
に
の
み
あ
っ
て
将
門
記
に
は
存
し
な
い
四
十
七
字
は
将
門
記
と
は
別
に
将
門
乱
を
記
し
た
合
戦
章
或
は

将
門
合
戦
葦
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
。

将
門
記
を
戎
意
味
で
最
も
忠
賢
に
翻
案
し
た
今
昔
物
語
の
こ
こ
に
あ
た
る
記
事
を
見
る
と
、
・

－
現
天
厨
有
テ
馬
モ
不
レ
足
ス
手
モ
不
二
恩
へ
ー
シ
テ
途
二
箭
一
義
田
テ
野
ノ
中
ニ
シ
テ
死
ヌ

と
あ
る
の
み
で
扶
桑
略
記
屏
引
の
合
戦
畢
云
以
下
の
記
事
に
あ
た
る
物
が
な
い
の
は
右
の
息
説
の
一
併
記
と
な
る
か
と
思
ふ
。

郎
将
門
記
と
将
門
合
戦
記
は
恐
ら
く
筆
者
を
異
に
し
た
互
に
猫
立
し
て
将
門
の
乱
の
記
録
で
あ
ら
う
。
将
門
合
戦
状
に
就
い
て
は
明
瞭
で

な
い
。

吾
妻
鏡
寒
空
二
年
十
月
十
一
日
壬
甲
を
見
る
と
、

0
0
0
0
0
っ
0
0
0
0
c
つ

口
承
於
京
都
以
平
将
門
合
戦
状
被
重
出
之
、
去
夕
巷
看
之
間
、
．
今
日
於
将
軍
御
方
大
殿
璧
之
、
孝
隆
申
其
詞

と
あ
る
。
此
の
賂
門
合
戦
治
巻
は
「
平
将
門
合
戦
状
」
に
依
っ
て
京
都
で
重
か
れ
た
と
あ
る
か
ら
平
将
門
合
戦
状
が
賛
存
し
て
ゐ
た
事
は

確
か
と
な
一
O
が
将
門
記
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
香
か
は
な
は
不
明
で
あ
る
。
雷
時
は
此
の
将
門
合
戦
絵
巻
を
始
め
多
く
の
合
戦
絵
巻
が

重
か
ら
稟
ま
れ
た
ら
し
く
（
竺
）
将
門
の
血
な
告
ぐ
さ
い
合
戦
噺
が
美
し
い
拇
重
に
定
着
す
る
事
に
よ
り
次
第
に
美
化
さ
れ
て
行
っ
た
事

は
辞
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

以
上
の
考
証
が
若
し
正
し
い
と
す
れ
ば
将
門
記
は
承
堅
二
年
既
に
一
二
の
異
本
を
生
じ
、
多
く
の
加
注
l

こ
よ
っ
て
一
由
大
衆
化
の
ポ
ー
ズ

84
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を
取
り
な
は
平
将
門
に
就
い
て
の
種
々
の
侍
承
は
賂
門
記
の
外
、
将
門
合
戦
輩
を
始
め
説
話
集
合
戦
治
巻
物
の
内
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

格
門
記
や
扶
桑
略
記
が
断
っ
て
ゐ
る
様
に
そ
れ
ら
の
多
く
は
民
間
古
老
の
間
に
侍
承
せ
ら
れ
た
合
戦
駅
で
あ
っ
た
事
を
思
ふ
と
将
門
乱
を

始
め
合
戦
噺
に
封
す
る
貌
曾
の
要
求
と
関
心
は
濠
想
以
上
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

聖
、
紆
活
率
習
印
土
山
衣
川
開
放
使
諸
芸
溜
物
・
命
㌢
習
符
悪
霜
僻
l
好
配
語
踪
憫
詣
解
離
那
寧
故
一
箪
大
）

今
昔
物
語
で
は

紐
清
一
ハ
多
ノ
兵
ヲ
具
シ
．
テ
衣
河
．
堕
聖
琴
郡
－
密
壷
物
ヲ
微
少
的
ノ
テ
云
7
日
符
毒
用
シ
赤
符
ヲ
バ
不
レ
可
レ
用
、
白
符
去
ハ
腔
活
力
私
．
徴
符
也
．
印
，
不
レ
押
一

日
符
ト
云
フ
赤
符
ト
云
プ
同
司
ノ
符
也
的
印
葡
ル
が
故
－
－
赤
符
芸
7
也
。
（
今
昔
物
語
本
朝
下
、
三
五
三
）

朕
こ
、
再
妻
鏡
　
承
元
四
年
十
一
月
廿
三
日

曽
紀
、
承
安
四
年
三
月
十
七
日
、
灰
富
詑
承
安
元
年
悶
六
月
二
十
三
日

・
．
堅
こ
、
大
森
金
五
郎
氏
著
、
武
家
時
代
の
研
究

六

・
以
上
主
と
し
て
祉
骨
各
階
級
間
に
於
け
る
合
戦
噺
に
封
す
る
興
味
と
腐
心
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
釆
た
が
、
初
期
軍
記
物
の
成
立
宝
日

後
か
ら
促
進
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
多
少
は
望
思
し
て
衆
に
。
合
戦
噺
が
灰
く
赦
骨
か
ら
歓
迎
さ
れ
要
求
さ
れ
る
様
に
な
る
と
い
．
つ
と
な

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

、

ヽ

　

ヽ

く
専
門
の
「
話
し
手
L
「
語
り
手
」
が
自
然
に
成
立
し
て
合
戦
噺
か
た
り
を
職
業
と
す
る
も
の
か
登
場
す
る
様
に
こ
な
り
合
戦
噺
は
一
段
の
進

歩
と
多
様
さ
と
美
的
洗
練
と
を
漬
得
す
る
様
l
二
な
っ
た
。

古
事
議
事
四
を
再
度
引
用
す
る
と
、

合
　
職
　
晰
　
之
　
研
　
究
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国
　
文
　
軍
　
政
　
　
第
二
　
各
　
節
一
掃

白
川
院
眩
後
藤
内
則
明
考
宏
之
後
召
出
テ
合
戦
之
物
語
セ
サ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
先
申
云
故
正
キ
、
l
ノ
胡
臣
鎮
守
府
テ
立
テ
ア
イ
タ
ノ
城
二

付
侍
之
眩
浮
雲
ノ
降
侍
シ
一
l
イ
ク
サ
ノ
男
共
ト
申
之
間
法
皇
被
仰
云
今
ハ
サ
ヤ
ウ
一
二
ア
侯
へ
．
支
ノ
鉢
甚
幽
玄
也
。
残
量
等
可
足
此
二
言

・
↑
テ
脇
御
衣
、
1
票
（
掴
批
秋
諾
）

と
あ
ト
る
。
白
川
院
に
召
さ
れ
た
後
藤
内
則
明
蜂
河
内
守
則
窪
の
子
藤
原
則
明
の
事
で
喜
こ
内
舎
人
を
汲
め
後
藤
内
と
競
し
た
。
陸
奥
話

記
を
見
る
と
、

0
0
0

賂
軍
従
兵
…
：
廃
残
紐
有
六
騎
、
長
男
義
家
修
理
少
進
藤
原
点
通
、
大
宅
光
伍
、
清
原
貞
旗
、
藤
原
範
李
．
同
則
明
等
也
。

と
あ
り
、
古
事
談
打
線
藤
内
則
明
は
賞
は
奥
州
十
二
年
合
戦
で
源
頓
義
家
に
従
軍
し
た
藤
原
則
明
な
る
事
を
知
る
。
藤
原
則
明
は
河
崎
柵

に
於
け
る
義
家
達
の
苦
戦
に
於
て
最
後
ま
で
生
き
残
っ
て
奪
戦
し
た
勇
士
で
あ
り
、
乱
が
治
ま
り
京
洛
に
掃
っ
て
か
ら
は
宮
廷
に
仕
へ
て

内
舎
人
と
ー
な
炉
公
卿
と
の
軌
か
鼠
も
闘
魂
幾
度
と
な
し
合
戦
噺
を
屏
誓
晶
、
い
つ
と
な
く
新
奇
な
、
そ
し
て
宛
緑
を
さ
迷
っ
た
、
倦
駿

よ
り
し
て
緊
張
し
切
っ
た
合
戦
噺
の
話
し
手
と
し
て
名
前
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
白
河
法
皇
の
御
耳
に
も
と
ま
り
、
召
出

さ
れ
て
御
前
で
得
意
の
合
戦
噺
を
聞
え
上
げ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
老
衰
之
後
L
の
文
字
は
扶
桑
略
記
に
見
え
る
「
古
老
偉
云
し
き
思

n
併
せ
ら
れ
あ
か
ず
語
る
話
す
き
の
語
り
手
と
し
て
ま
こ
と
に
似
附
は
し
い
文
字
で
あ
る
。

又
其
の
物
語
の
文
句
も
「
故
正
キ
ミ
ノ
胡
臣
鎮
守
府
チ
立
テ
ア
イ
タ
ノ
城
一
－
付
侍
之
綻
淳
等
ノ
降
侍
シ
∵
一
4
ク
サ
ノ
男
共
」
と
あ
わ
白

河
瀧
畠
か
「
豆
の
沐
甚
幽
玄
也
L
と
御
嘉
納
あ
ら
せ
ら
れ
た
如
く
、
言
糞
も
洗
練
さ
れ
て
ゐ
て
、
持
七
両
白
く
綺
腰
な
言
葉
で
物
語
ら
う

と
す
る
用
意
ま
で
こ
の
話
し
方
の
内
に
く
み
と
れ
て
私
に
は
藤
原
則
明
が
専
間
の
話
し
手
で
は
あ
る
か
い
か
、
少
く
と
も
奥
州
合
戦
に
つ

い
て
再
々
合
戦
噺
を
所
望
さ
れ
た
人
で
、
話
の
度
が
重
な
を
に
つ
れ
て
用
語
も
次
第
に
洗
顔
さ
れ
て
魂
、
文
字
に
書
き
下
し
さ
へ
す
れ
ば
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立
正
な
説
話
文
堕
と
な
る
程
内
容
も
固
定
し
て
凍
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
よ
い
か
と
想
像
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
十
訓
抄
を
見
る
と
ー

天
草
五
年
十
盲
千
五
百
窮
の
兵
を
ま
し
て
曇
ひ
よ
せ
け
る
に
貞
任
等
四
千
餃
騎
の
勢
を
集
め
て
し
う
と
金
男
行
が
河
喝
の
欄
に
こ
も

り
で
こ
れ
を
防
ぎ
戟
ふ
時
雪
ふ
り
風
は
げ
し
う
し
て
味
方
の
兵
準
え
つ
か
れ
け
る
土
勢
こ
よ
な
ら
劣
り
た
る
間
賂
軍
の
い
く
さ
大
い
・
に

破
れ
て
死
す
る
者
数
を
し
ら
す
。

そ
の
後
年
此
経
て
白
河
の
御
時
後
藤
内
則
明
が
老
衰
へ
た
り
け
る
を
召
出
し
て
軍
の
物
語
せ
さ
せ
ら
れ
け
る
に
云
々

と
あ
る
一
が
、
「
そ
件
後
年
此
経
て
」
後
藤
内
則
明
が
語
っ
た
物
語
－
1
勿
論
古
事
談
に
よ
っ
た
も
の
せ
み
な
が
1
と
前
年
の
較
義
の
苦
戦

右
述
べ
て
1
雪
ふ
り
風
は
げ
し
う
し
て
味
方
の
兵
扱
え
つ
か
れ
け
る
」
と
は
多
少
関
係
が
な
い
で
も
な
い
棟
に
思
は
れ
る
。
若
し
十
訓
抄

前
掲
の
輯
義
の
苦
戦
談
が
後
藤
内
則
明
の
好
ん
で
1
故
義
義
朝
臣
の
鎮
守
府
を
立
ち
て
L
定
石
通
り
切
り
出
し
て
ゐ
た
合
戦
噺
と
何
等
か

の
開
聯
が
あ
る
と
す
れ
ば
私
の
想
像
は
革
な
る
想
像
で
は
な
く
な
る
か
と
恩
ふ
。

註
】
、
十
訓
抄
詳
型
〓
ハ
八
頁

．
七

国
語
と
国
文
箪
第
四
巻
第
九
漂
我
の
1
初
期
の
平
曲
に
関
す
る
研
究
し
（
後
藤
丹
治
氏
）
併
引
の
駿
河
久
能
寺
線
超
に
は
、
∵

・
永
久
之
頃
、
久
能
寺
屋
光
坊
見
蓮
、
智
嘉
塾
業
酔
無
並
名
匠
庄
奥
州
下
向
・
至
名
芸
不
人
見
・
罫
鮮
許
、
罪
証
が
欝

0　0．0　っ

語
作
語
給
。
l

の
記
事
が
見
え
告
後
藤
丹
治
氏
は
無
明
法
性
合
戟
物
語
に
就
い
て
「
こ
の
無
明
活
性
合
戦
物
語
が
賛
際
琵
琶
法
細
の
語
り
物
で
あ
っ
た

合
　
職
　
噺
　
之
　
研
　
究
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抗

文

撃

弦

節

二

巻

妨

一

棉

事
は
無
明
法
性
合
戟
状
の
発
卑
し
ょ
っ
て
立
許
さ
れ
た
（
岩
橋
氏
の
京
整
葺
巷
照
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
告
私
は
京
放
整
葺
品
譜

す
竜
笛
来
得
な
い
で
ゐ
る
が
比
の
詮
は
信
頼
が
お
け
る
か
の
様
に
思
ふ
。
郎
永
久
の
頃
鳥
初
天
皇
一
七
七
三
－
∵
七
七
七
）
既
に
盲

人
琵
琶
法
師
星
光
な
る
者
が
無
明
抜
性
合
戦
物
語
を
語
っ
て
よ
は
っ
た
革
が
知
ら
れ
る
。
墓
誌
脇
に
つ
い
て
は
早
く
小
右
記
覚
和
元
年

七
月
十
八
日
の
債
に
「
召
琵
琶
法
、
師
令
患
才
響
給
ふ
赦
」
と
か
、
又
新
猿
史
記
に
「
弐
琶
法
緬
之
物
語
千
秋
蒔
歳
之
洒
繭
」
と
か
の

記
事
が
見
え
て
ゐ
て
翠
に
曲
の
み
を
弾
ず
る
ば
か
り
で
な
く
何
等
か
の
物
語
も
語
っ
て
ゐ
た
ら
し
い
。
然
ら
ば
何
時
頃
か
ら
盲
人
法
師
が

合
戦
噺
を
語
る
枝
に
な
っ
た
か
其
の
磯
原
は
明
瞭
で
な
い
が
、
駿
河
久
能
寺
縁
起
の
前
記
の
記
事
を
信
す
れ
ば
既
に
永
久
以
前
に
あ
る
事

だ
け
は
確
賞
で
あ
る
。
彙
盛
集
を
見
る
と
、

琵
琶
法
師
．

四
つ
の
緒
に
思
ふ
心
品
べ
つ
つ
ひ
芸
毘
ど
も
知
る
人
も
な
し
。
（
舶
票
瑠
三
五
）

と
あ
り
散
大
奇
歌
集
を
見
る
と
、

∴
ゐ
L
や
と
い
ふ
肝
に
て
ぴ
は
法
師
の
ぴ
は
を
ひ
き
け
る
を
ほ
の
か
に
閲
き
て
む
か
し
を
思
ひ
い
で
ら
る
る
事
あ
り
て
‥

流
れ
．
く
る
は
と
の
雫
に
ぴ
は
の
お
と
を
ひ
き
あ
ほ
せ
て
も
ぬ
る
晶
か
な
。
（
鎧
讐

と
あ
告
此
等
に
依
っ
て
竃
法
師
が
身
分
の
規
し
い
者
で
門
附
を
し
て
生
計
豊
て
た
。
遊
女
晶
じ
按
に
水
辟
等
で
聾
を
罠
づ
て
よ

は
っ
て
ゐ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
．
合
戦
噺
の
あ
る
も
の
は
比
等
の
人
々
の
芋
に
依
っ
て
た
ゞ
に
京
洛
の
文
化
人
の
聞
の
み
な
ら
ず
灰
く
．
〓
硯

地
方
民
の
間
に
ま
で
流
布
樽
播
し
て
い
づ
た
も
の
と
忠
は
れ
る
．
な
は
平
家
琵
琶
の
二
流
の
語
り
手
が
紳
故
の
縁
日
等
に
大
衆
興
行
を
な

し
を
（
竺
）
か
ら
考
へ
て
永
久
の
頃
か
ら
、
或
は
そ
れ
以
前
か
ら
合
戦
噺
を
物
語
っ
た
盲
人
法
師
は
色
々
の
場
所
で
種
々
の
人
に
野
し
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89

で
多
少
興
行
的
に
興
味
本
位
に
物
語
っ
た
事
も
あ
つ
た
に
達
ひ
な
い
1
合
戦
噺
は
こ
の
棟
に
し
て
次
第
に
大
衆
性
を
帯
び
興
行
物
化
し
て

魂
た
事
に
よ
〕
l
、
も
し
さ
う
ま
で
は
言
へ
な
い
と
し
て
も
少
く
と
も
大
衆
の
興
味
を
考
慮
に
入
れ
て
話
を
し
く
む
様
に
な
っ
た
事
に
よ
り
、

嬰
言
す
れ
ば
専
門
の
「
話
し
手
『
語
り
手
」
の
出
現
に
よ
り
合
戦
噺
に
封
す
る
敢
骨
の
関
心
と
興
味
と
は
一
段
と
た
か
め
ら
れ
促
進
さ
れ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

た
と
思
ふ
。
又
合
戦
噺
へ
の
興
味
と
関
心
と
が
深
く
な
る
に
つ
れ
「
話
し
手
『
語
り
手
」
の
合
戦
噺
も
括
気
を
帯
び
、
従
っ
て
し
く
み
と

言
兼
と
に
多
く
の
進
境
を
見
せ
た
に
達
ひ
な
い
。
永
久
の
頃
の
盲
人
法
師
の
合
戦
噺
と
初
期
軍
記
物
或
は
保
元
物
語
・
平
治
物
語
等
の
軍

記
物
語
と
の
関
係
如
何
昼
現
在
の
資
料
で
は
猶
明
ら
か
で
な
い
が
興
味
淡
い
間
隙
で
あ
る
。

謎
一
、
飼
語
と
園
文
辟
節
四
谷
、
節
九
班
「
初
期
の
平
曲
に
掬
す
る
研
究
し
四
五
某
所
引
、
中
原
輔
守
の
日
記
、
膵
應
三
年
正
月
十
四
日
の
記
事
。

八

上
来
合
戦
噺
に
野
す
る
政
令
の
関
心
と
興
味
と
を
僅
少
な
材
料
で
追
求
し
、
そ
れ
と
初
期
軍
記
物
と
の
関
係
を
多
少
明
ら
か
に
し
、
次

に
か
う
し
圭
合
戦
噺
に
掛
す
る
敢
督
各
階
級
の
要
求
の
結
果
は
達
に
専
門
の
「
語
り
手
L
「
話
上
手
L
の
現
出
を
見
る
に
い
た
り
、
会
合
戦

・
噺
が
も
て
は
や
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
を
多
少
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
思
ふ
。
か
く
の
如
き
計
合
全
般
の
合
戦
噺
へ
の
要
求
が
自
然
尋
問

の
「
話
し
手
㌧
語
り
手
L
の
合
戦
噺
の
内
容
に
魯
理
を
加
へ
そ
れ
を
調
整
す
る
に
到
り
軍
記
物
出
現
へ
の
要
望
と
土
嘉
と
を
形
造
り
又
促
進

し
て
も
い
っ
た
。
そ
し
て
此
ま
で
の
軍
記
物
の
歴
史
的
研
究
で
は
正
常
に
理
解
出
来
な
か
っ
た
初
期
軍
記
物
と
保
元
物
語
・
平
治
物
語
と

の
問
に
於
け
る
飛
躍
的
な
展
路
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
祓
め
も
れ
た
原
因
を
嘉
し
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
一
九
三
五
二
〇
・
ニ
門
）

合
　
職
　
噺
　
之
　
研
　
究




